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鳥羽なかまち（仲間ち）で地域活性化に取り組もう！

「私たちのなかまち（仲間ち）！」

蔦羽なかまちでは、地域の活性化を目標に、
イベントの企画や運営に取リ組んでいます。 地
域の住民の方々と運携しながら、子どもたちを
対象とした取り組みを行っています。実際の活
動を通じて、地域の現状や課題を知ることがで
き、地域と関わりながら活動することの大切さ
を学ふことができます。

メンバー数： 4名
活動場所：鳥羽市
実施主体：烏羽市・鳥羽なかまち会
担当教員：池山敦（教育開発センタ ー ）
活動年度：R03,R04, ROS, ROG, R07 
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● 4月19日 なかまちマ ー ケットのチラシ配り、

三重県かるた大会の読み札作り

● 5月6日 なかまちマ ー ケットでの
oxクイズの準備、補助

11日 なかまちマ ー ケットの振り返り、
三重県かるた大会の読み札つくり

● 7 月6日 木で、かるた作り

● 8 月3日 かるたの絵を描く

● 9 月27日 かるたの絵を描く

● 10月18日 かるたの絵を描く

● 11月16日 新メンバ ー参加、イベント看板作り

● 12月27日 イベントの看板作り、チラシ配リ、
買い出し

● 1 月10日 三重県かるた大会の運営、
餅つき大会の参加

● 2 月28日 三重県かるた大会の振り返り、
来年度の活動についてのミ ー ティング

1年の活動まとめ・考察（成果と課題）

今年度は4月に活動を始め、最初の活動で「今年
度の活動で何をするか」についてミ ー ティングを行
いました。話し合いの結果、地元住民から好評であ
る正月イベントを今年度の活動でも実施することと
なりました。

今回のイベントでは、自身の住んでいるまちに愛
着を持ってもらうこと、地元住民同士の交流を深め
ることを目的として、2023年度から恒例となってい
る「もちつき大会」と、遊びながら三重県の魅力を
知ってもらえる「三重県カルタ大会」を企画しまし
た。また前年度の反省を踏まえ、学生主体のカルタ
大会をもちつき大会の後に行うこととし、カルタ大
会の参加人数を増やすための工夫をしました。

7月の活動からはイベント当日に向けての準備を
始め、当日に必要なカルタ、イベント用看板、宣伝
用チラシの作成に取り掛かリました。カルタ作成で
は、木製のカルタに描くイラストに苦戦しながらも
学生メンバ ー と実施主体の方々で楽しみながら作業
に取り組むことができました。

11月には新たに2人の学生メンバ ー を迎え、なか
まちの案内や課題の整理、そして現在取り組んでい
るイベントについての情報共有を行いました。
イベント当日は地元の子供たち20名を含む約30名が
イベントに参加して頂き、もちつき大会、三重県力
ルタ大会が大いに盛り上がりました。今回のイベン
トは地元の子供たちの思い出作りや地元住民同士の
交流の場となったと感じています。

2月には三重県カルタ大会の反省、来年度の活動
についてのミ ー ティングを行う予定です。

活動を通して学んだこと

今年度の正月イベントは、三重県の魅力を知っていただくために、三重県かるた大会を行いました。か
るたや看板を考えて、ご協力いただきながら、自分たちで用意しました。自分たちで考え、作ることで、
当日、かるた大会を楽しんでいる様子を見て、大きな喜びがありました。この経験から、相手が楽しんで
いただけるように、相手のことを考えて、取り組むことが必要で大事ということです。かるたには、鳥羽
なかまちにある大庄屋かどや、わらいや、中之郷駅といった身近な題材も、賢島、鳥羽駅、夫婦岩といっ
た全国でも知られている題材も入れました。なかまちをより好きになっていただけるように、また、誰で
も楽しんでいただけるようにするといった目的をもとに、実施して、円滑に進行しました。目的を決めて、
その目的を軸に活動することは、ご納得いただき、地域の方との交流を深めることにつながることです。

実施主体からのコメント

鳥羽市・鳥羽なかまち会
ご担当者様

今年も烏羽なかまちでのCLL活動は、2026年1月10
日のお正月の餅つき大会と、同時開催の子ども向け
レクリェ ー ション（三重県かるた）のための準備を
メインで行ないました。
当日は大変盛り上がりましたし、卒業した先輩メン
バ ー も2名来場してくれたので、彼らにとっても思
い入れのある取り組みになっているのかもしれませ
ん。
地域おこし協力隊が1名、新規学生メンバ ー が2名参
加してくれたので、今後の活動を行なっていく上で
心強く感じます。

毎月の活動自体はとても真面目に取り組んで貰っ
ており、学生さんの評価も商いですが、今後は企画
を自主的に進める力と、現場での進行する力を身に
着けてくれればと思います。
例えば、「自ら会議を進行する」「かるたの読み上
げを学生主導で挑戦してみる」「餅つきや手返しを
率先してやる」など、勇気がいることですが、今後、
個人個人に必要な能力だと思いますので、この活動
を通して主体性を身に着けていってください。

教育開発センター 池山 敦
1年間お疲れ様でした。本プロジェクトでは、地

域の方々と協力しながら正月イベントを成功に導く
ことができました。特に三重県の魅力を伝えるため
に作成した「竺重県かるた」は、イラスト作成など
準備に苦労もあったようですが、子どもたちに喜ん
でもらえたとのことで、とても良かったと思います。
前年度の反省を活かしてイベントの順序を工夫し、
より多くの参加者を募るための改善を自ら実行した
点も評価できます。今回の振り返りを活かして、来
年に繋げていってほしいと思います。
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担当教員より ふべて！遵ぶ！新年を＼t
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